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市の花
（すずらん）

市の鳥
（うぐいす）

市の木
（ひのき）

総　数　35,183人(-44)

男　　16,817人(-35)

女　　18,366人(-23)

世帯数　13,237世帯(+2)

平成23年6月1日現在
( )内は前月比

2・3…… 7月は「差別をなくす強調月間」です
4・5……市長日記・まちのわだい
6・7……保健センター情報

子育て支援センターから
8～13……みんなの掲示板

相談・募集のコーナー
14～23……病院コーナー

お知らせのコーナー
24……織田家宇陀松山藩をたどる

【内　容】

【マスコットキャラクター】
ウッピー

◎榛原東幼稚園での「絵本読み聞かせ会」の様子（6月15日撮影）
絵本の読み聞かせボランティアの松本守正さんは、市内の保育園

や幼稚園で定期的に本の読み聞かせをされています。
園児たちは、楽しそうにお話を聞いていました。
※7月1日から宇陀市自主放送うだチャン11chで放送します。
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1969年（昭和44年）7月に旧同和対策事業特別措置法が制定されました。
それを記念して、宇陀市では毎年7月を「差別をなくす強調月間」として、部落差別をはじめ、
あらゆる差別をなくすための取り組みを行っています。
私たちの暮らしの中にある「差別」「人権侵害」をなく
していくためには、「差別に気づき」「話し合い」、みん
なが正しい認識を持つことが大切です。
あらゆる差別をなくし、誰もがいきいきと暮らせる社

会づくりのため、一人ひとりが人権について考えてみま
しょう。 人権推進課（182‐2147／IP188‐9077）

人権とは人間が人間らしく生きていく権利です。誰もそ
れを侵すことはできません。
しかし、社会では、偏見や差別により苦しみ傷ついて、

生きづらさを感じている人がたくさんいます。
自分と比べて違いのある人を、自分より劣ると決めつけ

てしまうことはありませんか。
少数者の立場の人を、自分とは異質なものとして避けた

り、排除をしようとすることはありませんか。
人は一人ひとり違い、考え方もさまざまです。それぞれ

の違いを個性と認め、お互いに理解しあうことから人権尊
重が始まるのではないでしょうか。
偏見や差別、排除といったことは、相手のことを本当は

よく知らないことから起こります。
自分の価値観にとらわれて、気づかないまま相手を傷つ

けていることがあるかも知れません。
自らの人権意識を振り返ると同時に、差別と出会った時

に、「差別は絶対にいけない」と声に出せるように、私た
ち一人ひとりが正しい理解と知識を持つことが大切です。

すべての人が、安心して、自分らしく生
きていける社会の実現をめざし、みんなで
人権について考えていくことが大切なので
はないでしょうか。

第2回人権セミナーに ご参加ください

日　時 8月10日（水）午後１時30分～
場　所 中央公民館（大宇陀地域事務所前）
内　容 地球から学ぶ人権と平和「ピースボート」

～なかなかユニークな旅でした～
講　師 松谷操さん（奈良県外国人教育研究会顧問）
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■手話通訳・要約筆記あり。
■1歳6ヵ月から就学前の子どもさんを対象に、託児ルームを設
置します。ご希望の方は、7月7日（木）までに人権推進課まで
申し込みください。
■市役所、室生地域事務所、菟田野地域事務所、菟田野人権交
流センターから、送迎バスを運行します。
※詳しくは人権推進課までお問い合わせください。

日　時 7月9日（土）受付：午後１時 ／開会：午後１時30分
市文化会館
◎

中学生

私たち一人ひとりが、人権を尊重しあい、
誰もがかけがいのない存在として生きてい
ける社会を築くための人権教育。
その歴史をたどりながら今一度、人権に

ついて考えてみませんか。

（予約不要・無料・秘密厳守）
【場所・日時】
◎室生人権交流センター　
7月12日（火）午前10時～12時
◎音楽の森ふれあい館
7月12日（火）午後1時30分～3時

◎ふるさと元気村
7月13日（水）午後1時30分～3時

◎大野西垣内集会所
7月14日（木）午前10時～12時
◎蕨集会所
7月14日（木）午後1時30分～3時
※定例の人権相談は、9ページに掲
載しています。
【問い合せ先】
人権相談：人権推進課
（182‐2147／IP188‐9077）
行政相談：総務課
（182‐1302／IP188‐9068）

彼
に
は
好
き
な
女
性
が
い
ま
し
た
。

そ
し
て
結
婚
を
決
意
し
、
彼
女
の
実
家
に
、

申
し
込
み
に
行
き
ま
し
た
。

そ
の
と
き
、
彼
女
の
お
ば
あ
さ
ん
が
「
あ

ん
た
は
　
ど
こ
の
人
ね
」

そ
う
聞
き
ま
し
た
。

彼
が
「
福
岡
で
す
」
と
答
え
る
と
、

「
福
岡
の
ど
こ
ね
」
と
、
ま
た
聞
か
れ
ま
し

た
。

「
○
○
の
方
で
す
」
と
彼
が
答
え
る
と

「
あ
ら
、
私
も
以
前
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
」

と
言
い
、
そ
の
あ
と
に

「
あ
っ
ち
は
、
部
落
が
多
い
で
し
ょ
。
あ
ん

た
も
、
ま
さ
か
部
落
じ
ゃ
な
か
ろ
う
ね
」

彼
は
「
き
た
！
」
と
思
い
な
が
ら
、「
部
落

出
身
で
す
！
」
そ
う
答
え
ま
し
た
。

す
る
と
、
お
ば
あ
さ
ん
は
言
い
ま
し
た
。

「
う
ち
の
子
は
、
部
落
の
人
と
は
結
婚
さ
せ

ら
れ
へ
ん
。」

彼
は
思
わ
ず
、
お
ば
あ
さ
ん
に
言
い
ま
し

た
。

「
ど
こ
が
違
う
と
で
す
か
！
」「
同
じ
人
間

で
す
！
」
と

し
か
し
、
お
ば
あ
さ
ん
は
「
昔
か
ら
そ
う

い
わ
れ
と
る
」

そ
れ
だ
け
し
か
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
日
、
彼
は
あ
ま
り
の
悔
し
さ
に
、
親

友
の
部
屋
で
、
泣
き
崩
れ
ま
し
た
。
声
を

あ
げ
て
…

そ
れ
で
も
彼
は
、
説
得
す
る
た
め
に
、
何

度
も
、
何
度
も
、
彼
女
の
家
に
通
い
ま
し

た
。

し
か
し
、
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で

し
た
。

あ
る
日
、
彼
女
の
家
を
訪
れ
た
彼
が
見
た

も
の
は
玄
関
に
ま
か
れ
た
、
塩
で
し
た
。

な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
忌い

み
嫌
わ
れ

る
の
か
…

ど
う
し
よ
う
も
な
い
悔
し
さ
と
、
や
る
せ

な
さ
の
中
で
つ
い
に
彼
は
、
こ
の
結
婚
を

あ
き
ら
め
ま
し
た
。

数
年
の
月
日
が
た
ち
、
彼
に
は
新
し
い
、

女
性
の
友
人
が
で
き
ま
し
た
。

や
さ
し
い
彼
女
を
、
い
つ
し
か
愛
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

彼
は
、
彼
女
と
ず
っ
と
一
緒
に
い
た
い
と
、

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

彼
女
は
、
こ
の
こ
と
を
受
け
入
れ
て
く
れ

ま
し
た
。

し
か
し
、
彼
は
あ
の
と
き
の
こ
と
が
、
頭

を
よ
ぎ
り
ま
す
。

彼
は
悩
み
ま
し
た
。
彼
は
迷
い
ま
し
た
。

で
も
、
二
度
と
あ
ん
な
思
い
を
し
た
く
な

か
っ
た
か
ら
、
自
分
が
部
落
出
身
で
あ
る

こ
と
を
、
最
初
に
告
げ
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

し
か
し
、
や
っ
ぱ
り
怖
い
、
ま
た
差
別
さ

れ
る
の
で
は

恐
怖
心
と
闘
い
な
が
ら
も
、
た
め
ら
い
ま

し
た
。

で
も
、
親
友
が
、
母
親
が
、
そ
し
て
何
よ

り
も
彼
女
が
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

彼
は
決
意
し
ま
し
た
。
彼
女
の
ご
両
親
に

結
婚
を
申
し
込
み
、
そ
し
て
部
落
出
身
で

あ
る
こ
と
を
告
げ
ま
し
た
。
す
る
と
、

「
私
た
ち
を
バ
カ
に
し
て
い
る
の
か
」

そ
う
い
う
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

彼
は
一
瞬
、
ビ
ク
ッ
と
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
続
け
て
こ
う
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
そ
の
問
題
は
知
っ
て
い
る
」「
私
た
ち
は

地
域
や
学
校
で
勉
強
し
て
き
た
」

「
人
間
と
し
て
、
間
違
っ
た
こ
と
は
し
た
く

な
い
」
と
お
ば
あ
さ
ん
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

「
た
し
か
に
、
そ
ん
な
こ
と
を
言
う
人
も
お

る
け
ど
、
う
ち
は
そ
ん
な
人
間
じ
ゃ
な
か
」

「
親
か
ら
曲
が
っ
た
こ
と
だ
け
は
す
る
な
、

と
教
え
ら
れ
て
き
た
。
間
違
っ
た
こ
と
だ

け
は
、
し
た
ら
い
か
ん
と
思
う
と
る
。
孫

ば
よ
ろ
し
く
頼
む
ば
い
」

そ
の
言
葉
を
聞
い
た
彼
は
、
う
れ
し
く
て
、

う
れ
し
く
て
、
次
か
ら
次
に
あ
ふ
れ
て
く

る
涙
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
次
か
ら
次
に
あ
ふ
れ
て
く
る
涙
を
ぬ

ぐ
う
こ
と
も
忘
れ
て
、
泣
き
続
け
ま
し
た
。

今
、
彼
は
そ
の
彼
女
と
一
緒
に
な
り
、
生

ま
れ
た
子
ど
も
３
人
と
と
も
に
、
幸
せ
に

暮
ら
し
て
い
ま
す
。

部
落
差
別
が
な
か
っ
た
な
ら
、
彼
は
悔
し

涙
を
流
さ
な
く
て
、
よ
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。

で
も
、
啓
発
が
あ
っ
た
か
ら
、
彼
は
嬉
し

涙
を
流
し
た
。

差
別
さ
れ
る
こ
と
は
、
つ
ら
い
こ
と
。

し
か
し
、
差
別
す
る
こ
と
も
不
幸
な
こ
と
。

差
別
は
人
と
人
と
の
関
係
を
切
り
裂
く
も

の
。

啓
発
は
、
人
と
人
と
の
関
係
を
豊
か
に
す

る
も
の
、
そ
の
啓
発
の
力
は
大
き
い
。

地
道
な
積
み
重
ね
の
成
果
が
着
実
に
広
が

っ
て
い
る
。

「
人
間
と
し
て
間
違
っ
た
こ
と
は
し
た
く
な

い
」

そ
う
言
っ
て
、
結
婚
を
祝
福
し
て
く
れ
た

家
族
の
人
た
ち
。

啓
発
の
営
み
は
、
確
か
に
根
づ
い
て
い
る

そ
し
て
、
着
実
に
広
が
っ
て
い
る
。

そ
の
こ
と
を
信
じ
て
、
歩
み
続
け
た
い
。

差
別
や
人
権
侵
害
を
な
く
す
た
め
に

今
、
で
き
る
こ
と
は
…

今
し
か
、
で
き
な
い

こ
と
は
…

今
、
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
…
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「市民が主役のまちづくり、地域の個性を生かしたまちづくり」
の実現に向けて、市内で活動する市民団体が自ら企画立案し、実
施する事業に対して助成する「宇陀市まちづくり活動応援補助金」
に、19事業の応募がありました。
第1次審査（書類審査）を通過した18事業を対象に、5月20日、
市役所大会議室で第2次審査（公開プレゼンテーション）が行わ
れました。
審査員の厳正な審査を経て、その中から下記の10事業が補助

金交付事業として決定されました。今後それぞれの皆さんの取り
組みが期待されます。

梅
雨
の
晴
れ
間
、
草
花
が
生
き
生
き

と
し
て
い
ま
す
。
宇
陀
市
の
自
然
の
恵

み
を
感
じ
る
季
節
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議
会
で
は
、「
宇
陀
市
第
２
回
定
例

会
」
が
終
わ
り
ま
し
た
。
議
員
の
方
々

か
ら
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
宇
陀
市
の

対
応
に
つ
い
て
、
多
く
の
質
問
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
被
災
地
に
対
す
る
支
援

方
法
や
宇
陀
市
の
今
後
の
危
機
管
理
に

対
し
、
し
っ
か
り
と
対
応
し
な
け
れ
ば

と
改
め
て
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

６
月
８
日
、
全
国
市
長
会
が
開
催
さ

れ
、
被
災
地
市
を
代
表
し
て
、
仙
台
市

長
が
感
謝
の
意
と
今
後
の
対
応
に
対
す

る
お
願
い
を
話
さ
れ
て
い
た
の
が
印
象

的
で
し
た
。

ま
た
、
南
相
馬
市
長
が
発
言
を
求
め
、

全
国
の
被
災
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
市

町
村
に
感
謝
と
お
礼
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
市
長
会
が
政
府
に
要
請
す
る
の
で

は
な
く
、
自
ら
行
動
し
て
い
こ
う
と
い

う
姿
勢
に
共
感
し
ま
し
た
。

オ
ー
ビ
ッ

ク
の
野
田
会

長
ご
夫
妻
に

お
会
い
し
ま

し
た
。
世
界

で
頑
張
っ
て

お
ら
れ
る
と

感
じ
ら
れ
な

い
ほ
ど
気
さ

く
な
方
で
、

故
郷
の
思
い

を
話
さ
れ
ま

し
た
。
宇
陀

市
出
身
と
い

う
こ
と
は
、

私
た
ち
の
誇

り
で
す
。
オ

ー
ビ
ッ
ク
の
力
を
、
私
た
ち
の
宇
陀
市

に
も
と
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

宇
宙
を
旅
し
た
宇
宙
黒
豆
帰
還
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
、
６
月
１２
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
５
月
に
宇
宙
船
ア
ト
ラ
ン

テ
ィ
ス
に
乗
り
、
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
１０
カ
月
を
過
ご
し
た
宇
宙
黒
豆
が
、

宇
陀
市
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
小
さ
な
黒
豆
が
、
大
宇
陀
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
で
育
て
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
百
倍
、
一
万
倍
に
増
え
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
た
ち
の
夢

を
大
事
に
、
ま
た
、
宇
陀
市
の
夢
を
み

ん
な
で
大
き
く
育
て
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

宇
陀
市
の
今
年
度
の
事
業
が
少
し
ず

つ
で
す
が
、
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
黒

豆
の
夢
と
同
じ
様
に
実
施
し
て
行
き
、

夢
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ

で
す
。
そ
し
て
、
初
夏
を
迎
え
風
薫
る

宇
陀
市
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

全国市長会のようす（6月8日）

春日神社の造営式典で野田
会長（左）と撮影（6月5日）

※事業の順番は、採択された事業を申請順に並べています。

［公開プレゼンテーションのようす］



永年にわたり民生委員・
児童委員として社会福祉の
増進に貢献された功績によ
り、厚生労働大臣特別表彰
の授与がありました。
市から窪井藤市郎さん（室

生大野）が、表彰を受けられ
ました。窪井さんは、平成7年12月1日に民
生委員・児童委員の委嘱を受けてから、昨年
11月30日の任期満了をもって退任するまで
の15年間にわたり、担当地域の福祉の向上に
努められるとともに、室生地区民生児童委員
協議会長および宇陀市民生児童委員連合会副
会長を歴任され、組織の発展にも尽力されま
した。

被災地の高齢者に役立てていただこうと、6
月1日、奈良県銘木協同組合宇陀支部の銘木業
者が、杖600本を宮城県気仙沼市の7カ所の避
難所に送られました。
杖（長さ1・2ｍ、直径3～4ｃｍ）は、軽く

て強い吉野杉で製作したものです。
5日、市が職員を派遣

している気仙沼市民会館
にも杖が届き、館長から
避難されている高齢者の
方々に手渡されました。

市から消防車両1台を、東日本大震災で消防
資機材に被害を受けた宮城県石巻市の雄勝消防
団に無償譲渡することになり、6月6日、被災
地に向けて出発しました。
車両は小型動力ポンプ付きで、榛原第2分団

が使用していたもので、消防団再編に伴う車両
の整理が進み、今年3
月に廃車にする予定
だったものです。消
防ホースなどの装備
をそろえて譲渡しま
した。

5月15日、「第11回奈良県障害者スポーツ
大会水泳競技大会」が、奈良市ならやま屋内
温水プールにおいて開催されました。
市から岡村浩司さん（榛原天満台西）が、

自由形50ｍ及び背泳ぎ25ｍ（大会新記録）
で見事優勝、4×25ｍリレーでは2位と好成
績をおさめられました。
岡村さんは、「次は一般の大

会にも参加して、良い成績をと
りたいです。」と今後の抱負を
語っておられました。

※個人・団体の皆様からお預かりした義援金、市の口座に振り込まれた義援金は、市ホームページと「うだチャン11」
でお知らせしています。ご覧ください。
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平成23年度の宇陀市連合自治会総会が、5
月26日市役所において開催されました。
総会は、各地域から選出された自治会長が

評議員として出席され、平成23年度予算、事
業計画などの議案が審議されました。
また、役員の改選が行われ、新会長に佐井

弘二氏が選出されました。
なお、役員は次のとおりです。
◆平成23年度宇陀市連合自治会役員（敬称略）
会　長　　　　佐井　弘二（菟田野）
副会長・会計　森本　光俊（大宇陀）
副会長　　　　村井　利一（榛原）
副会長　　　　亀岡　紀壽（室生）
監　事　　　　新　禎夫（榛原）
監　事　　　　新貝　進（室生）

奨励賞 西田敬子（榛原ひのき坂）
中村由絵（榛原桧牧）

特　選 村上実希（榛原萩原）
佳　作 金丸幸代（榛原ひのき坂）

中村慎吾（榛原桧牧）

今年もあゆ漁解禁に向けて、宇陀川漁業協
同組合（松井和夫組合長）の関係者が集まり、
体長10～15㎝の稚鮎を宇
陀川に放流されました。
今年は、7月3日が鮎友

釣の解禁日です。釣りマ
ナーを守り河川を汚さな
いように心がけましょう。
宇陀川漁業協同組合（182‐0389）

窪井さん
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　　7月の保健カレンダー

［全地域対象］

【問い合わせ】
○室生福祉保健交流センター

192‐5220
IP188‐9175

○大宇陀保健センター
183‐2255
IP188‐9113

◎ぬく森サロン
日時 7月8日（金）・15日（金）・22日（金）

午前11時～午後3時30分
場所 室生福祉保健交流センター
対象 65歳以上で介護保険の認定を受けていない高齢者
内容・持ち物 ★風呂敷でエコバック／まち針・裁縫道具
★牛乳パックでかっこいいペン立て／牛乳パック2個（開かな
いもの）・はさみ
問い合わせ 室生福祉保健交流センターへ

◎ひよこクラス（育児教室）参加者募集
子育てや離乳食について、ママ同士楽しく学

びながら交流や情報交換しませんか。
日時・内容
①8月5日（金） 赤ちゃんの生活・病気や事故
の予防
②8月12日（金）離乳食（講話と調理実習）
③8月19日（金）絵本・予防接種・歯のケア・
子育て情報
④9月1日（木） 妊娠中のママも参加するお楽
しみ交流会（たまひよサロン）
※時間は午後1時30分～3時30分です。
場所 ①～③は大宇陀保健センター、④は菟田
野保健センター

対象 平成23年4月～6月生まれの乳児の保護者

持ち物 母子健康手帳、筆記用具、②はエプロ
ン、三角きん、手拭きタオル

［託児を行います］
希望の方は、事前申込みが必要です。（定員

になり次第締切り） 託児費用：1回300円

◎家族教室参加者募集
日時　7月13日（水） 午後1時30分～3時
場所 榛原保健センター
内容 ○これからのことを考える
～利用できる制度やサービスについて～
○情報交換
対象 統合失調症の方がおられる家族
【申し込み】いずれも室生福祉保健交流センタ
ーまたは、大宇陀保健センターへ
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子育て支援センター（184‐9925）

各地域の保育園（所）の支援室で、遊
びや交流の場を提供します。
子育てについての情報交換や親子のふ

れあいを楽しみましょう。
対象 市内全域の未就園児とその保護者
開催日時
毎週水曜日（午前10時～11時30分）
場所　表参照

子育てをしている家族が、自由に
遊べるように施設を開放します。
親子でゆったり遊んだり、みん

なでおしゃべりをして気分転換を
しましょう。
対象 市内全域の乳幼児とその保護者
日時 月～金曜日（土・日曜日、祝日は除く）

午前9時～午後4時
場所 子育て支援センター

☆お話の日（毎週火曜日　午前11時～11時30分）
♪リズムの日
（毎週木曜日　午前11時～11時30分）
◇水あそびの日（7・8月のみ）
（毎週金曜日　午前10時～12時）
※水遊びをするときは、必ず着替えや帽子、替
え靴、タオルを持ってきてください。

（申込不要）（申込不要）
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主に就学までの子育てに関する悩みや
疑問などの、相談を受け付けます。
◎電話相談、面接相談
相談時間 午前9時～午後4時

（月～金曜日）

子どもが大好きな方、子育てに興味・感心が
ある方、子育ての経験のある方をお待ちしてい
ます。
要件 55歳以下の方（男女問わず）
募集人数 20名
活動内容 親が講座などに参加している間の託

児（主に午前中の活動です。）
申し込み 7月29日（金）までに電話で子育て支
援センターへ（平日の午前9時～午後5時）
※子育て支援センターでボランティア登録し、
平成24年3月末までの期間、ボランティア保
険に加入させていただきます。

「子育て支援センター」は、市内在住の乳幼児やその家族が来て、自由に遊べ
るような場所の開放や、子育ての情報の提供を行っています。
皆さん、お気軽にお越しください。



～太鼓天国～〈観覧無料〉
心に響く演奏をお楽しみくだ

さい。
開催日時　7月17日（日）午後1時
演奏開始　場所 道の駅伊勢本
街道御杖「姫石の湯」駐車場
出演グループ（出演順）室生龍
穴太鼓「龍神」（室生）、和太鼓
「ぬるべ」（曽爾）、和太鼓「響」
（菟田野）、倭太鼓「榛」（榛原）、
御杖代太鼓「天突座」（御杖）、
合同ユニット（曲）：寄せ太鼓・
童、やたがらす大太鼓組・やた
がらす獅子舞楽団、全員合同演
奏：祭の刻　ゲスト　締組（神
奈 川 馬 匠 和 太 鼓 教 室 ）、
SENYUM・SENYUM（バリ・ガ
ムラン音楽）、筑前（津軽三味線）
御杖代太鼓「天突座」小関方
（1090‐6081‐1445）

各流派の教室生を募集します。
【池坊流】稽古日：第2・4木曜日
午後6時～／ 宮下方（182‐
1072／1090‐4569‐8216）
【小原流】稽古日：第1・3土曜日
午前10時～／ 吉川方（182‐
3544）
【未生流】稽古日：第1・3木曜日
午後6時～／ 上原方（182‐
2650）
【山村御流】稽古日：第2・4土曜
日 午前 1 0時～／ 川田方
（182‐4982）
稽古場所 榛原総合センター
※詳細は、 まで確認ください。

宇陀市4
Ｈクラブで
は、若い人
たちの農へ
の興味･関
心のある方
の入会を募
っています。農業をしている方、
農業に興味のある方など色々な
人を募集しています。主な活動
は農作物を栽培し市内で開催さ
れる様々な地域イベントに参加
出展しています。女性の方の入
会も大歓迎です。興味のある方
は、お気軽にお問い合わせくだ
さい。
井上方（1 090‐8524‐

7430）、丸岡方（090‐3657‐
6919）

犯罪や事件・事故の被害にあ
われた方や遺族の方のために電
話相談や生活支援や病院への付
き添い等の直接支援をするボラ
ンティア支援員を募集していま
す。
募集期間 7月31日（日）まで
募集人数 20名程度　応募資格
○県内居住　○性別、職業、学
歴は問わない　○犯罪被害者等
支援活動の主旨に賛同し、ボラ
ンティアとして積極的に参加で
きる方
（社）なら犯罪被害者支援センタ
ー事務局（10742‐26‐6935）

放送大学では、平成23年度第2
学期（10月入学）の学生を募集
しています。放送大学はテレビ
などの放送を利用して授業を行
う通信制の大学です。心理学・
福祉・経済・歴史・文学・自然
科学など幅広い分野を学べます。
出願期間 8月31日（水）まで
※資料を無料で差し上げていま

す。お気軽にご請求ください。
※放送大学ホームページでも受
け付けています。
放送大学奈良学習センター
（10742‐20‐7870）

「ほほえMe」は、「あなたの
笑顔が見たい」を合言葉に生ま
れた行政書士を中心としたグル
ープです。メンバーの司法書
士・税理士・社会保険労務士と
連携しながら、問題解決のお手
伝いをいたします。（予約不要）
開催日 毎月第3水曜日　午前10
時～午後1時30分　場所　奈良県
社会福祉総合センター2階（橿原
市大久保町320‐11）
ほほえMe  森田方
（10744‐24‐3039）

◎目の健康相談　7月12日（火）
午後2時～3時（予約不要） ◎整
形外科に関する健康相談 7月12
日（火）午後2時～3時（要予約）
◎精神科に関する健康相談 7月
21日（木）午前9時～10時（要予約）
◎内科疾患に関する健康相談 7
月27日（水）午後2時～3時（要予
約）場所　奈良県医師会館（県
民健康サービス室）
※健康相談は無料相談のみで、
診療・検査などは行っておりま
せん。
奈良県医師会各主催部会
（10744‐22‐8502）

開催期間 8月25日（木）～27日
（土） 午後6時～9時
うだ・アニマルパークでも

同時開催！！
◎ボランティア募集
町並みを光で演出しませんか。
（8月21日申込締切）
◎セルフライトアップ募集
自宅や周辺を自分でライトアッ
プしませんか。
○無料で機材を貸出します。（条
件：旧松山地区内、戦前までの
建物や路地等／7月16日申込締
切）
実行委員会　田川方（1080‐

2386‐4637）、うだ・アニマルパ
ーク　塩野方（187‐2520）
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◎あわてて契約しないで！！
震災に便乗した無料点検＆屋根修

理等の悪質勧誘にご注意。

『おかしいなぁ？』と思われたら、
気軽にご相談ください。
◎消費者生活相談室を開設しています。
日時 毎週月曜日　午後1時～4時
場所 宇陀市役所
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● ● ● 今月の無料相談 ● ● ●

登記・税金・年金など行政なんでも相談
－東日本大震災関連のご相談もお受けします－

日時 7月27日（水）午後1時～4時
（法律相談の受付は午後3時30分まで）
場所 サンクシティ1階「サンク広場」
相談内容 ①東日本大震災に係る支援策や困りご
と　②登記、人権問題、成年後見制度に関する
こと　③所得税、相続税、贈与税など税金に関
すること　④年金に関すること　⑤離婚、借金、
相続、その他身近な法律問題　⑥その他国の行
政全般に関する相談を受け付けます。

※相談は無料で、秘密は固く
守られます。

相談相手 奈良地方法務局、
（予定）奈良県司法書士会、近畿税理士会桜
井支部、奈良県社会保険労務士会、弁護士
（法律相談）、人権擁護委員、行政相談委員、
奈良行政評価事務所
奈良行政評価事務所行政相談課
（10742‐24‐1100）
総務課（182‐1302／IP188‐9068）

■弁護士による福祉専門相談・精神科医による専門相談
広報うだ7月号折り込みの「うだし社協だより」7頁に掲載しています。
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※すべて新聞折込チラシに掲載し、打ち上げ前
に会場放送をいたします。ただし、一般協賛金
3,000円未満と匿名希望は除きます。
◎申し込み
7月15日（金）までに宇陀市はいばら花火大会

事務局（宇陀商工会館）へお越しいただくか、
ご連絡をいただければ係りの者が訪問させてい
ただきます。

1区画1坪（4～5人用でシ
ート付）協力金5000円が必
要です。7月1日（金）より宇陀
商工会館へ申し込みくださ
い。
※当日、午後6時から会場本部でも販売します
が、全50区画席のためお早めにお願いします。

この花火大会は、昭和25年から続く伝統あ
る花火です。開催にあたっては毎年、商工業の
方々や住民の皆さんから多くの協賛金をいただ
いています。今年も、協賛金などへのご協力を
よろしくお願いします。

◆
個人の方々の協賛金をお願いします。いくら

でも結構ですが、グループや団体などは、
10,000円以上でお願いします。
◆
先人を偲んで、初盆や各回忌など先祖供養に

花火を上げませんか。
○協賛金額…10,000円、20,000円、30,000円、
50,000円～（200,000円以上は、単独でス
ター　マインができます。）
◆
結婚や誕生、還暦などの記念に花火を打ち上

げませんか。15文字以内のメッセージをチラ
シに掲載します。 協賛金額　10,000円

一緒に運営をしていただけるメンバーを、
募集しています。

宇陀市はいばら花火大会事務局（宇陀商工会事務局内／182‐2211）

住宅用火災警報器は、火災の煙や熱などを感
知して、音声や警報音で知らせてくれるので、
火災の早期発見に大変有効です。
火災から尊い命や財産を守るために
住宅用火災警報器を設置しましょう。
既に設置されているご家庭では、いざという

時にきちんと警報器が作動するように、日頃の
維持管理に努めてください。また、悪質な訪問
販売等の防止にもつながるため、自治会単位で
の共同購入をお勧めします。
宇陀広域消防組合　予防課（182‐3199）

～設置義務から2年～

すべての住宅に住宅用火災警報器を！

◎道の駅宇陀路大宇陀
◎市文化会館
　（火曜日、祝日）
◎菟田野人権交流センター
　（日曜日、祝日）
◎菟田野分館（月曜日、祝日）
◎ひのき坂公民館

◎大和富士ホール（月曜日）
◎市立中央図書館（火曜日・祝日）
◎伊那佐文化センター（月曜日）
◎たかぎふるさと館　
   （月曜日、第１・３火曜日、祝日）
◎自主放送スタジオ（土・日曜日、祝日)
◎天満台東交流センター

◎市観光案内所「うだ観処」
◎室生福祉保健交流センター
　（土・日曜日、祝日）
◎市役所［１階ふるさとテラス］
◎各地域事務所
　市役所・地域事務所は土・日曜日、祝日でも可。  
　　　　　　※（　）内は休館日です。

「社会を明るくする運動」は、
すべての国民が、犯罪や非行の
防止と罪を犯した人たちの更生
について理解を深め、それぞれ
の立場において力を合わせ、犯
罪や非行のない明るい社会を築
こうとする全国的な運動です。
保護司会と更生保護女性会では、このような犯

罪や非行のない明るく住みよいまちを目指して期
間中、それぞれの地域で街頭啓発や施設訪問など
の啓発運動を行います。

（保護司会・更生保護女性会）

社 会 を 明 る く す る 運 動

★広 報 う だ 、市 ホ ー ム ペ ー ジ 、
市自主放送の有料広告を募集中
秘書広報情報課（182‐3912／IP188‐9083）
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日時 7月31日（日）午後4時30分～午後9時
場所 室生運動場（室生ダム周辺）

この祭りは、失われつつある「絆」をテーマ
に、絆の輪を広げようと誰もが気軽に参加し、
コミュニケーションを深めることから地域の活
性化を目指し、今年も「室生へ　まぁ～より祭」
を開催します。皆さまのご参加をお願い申し上
げます。
また、室生から元気を発信したいと願い、

手作りで小さいながらも、この祭りを成功させ
ようと実行委員会では、協賛金をはじめ模擬店
出店者などの募集を行っています。
市民の皆さんのご支援ご協力をよろしくお願

い申し上げます。
◆協賛金にご協力を
開催経費の一部として、個人や事業主の皆さ

まに協賛金へのご協力を呼びかけています。
詳細については、実行委員会事務局までお問

い合わせください。
◎申し込み
7月10日（日）までに室生地域づくり実行委員

会事務局へお越しいただくか、ご連絡をいただ
ければ実行委員が訪問させていただきます。
また、次のいずれかの口座振込も可能です。
□南都銀行　榛原支店　

普通　口座番号　2034700
□奈良県農協　室生支店

普通　口座番号　0009199
□郵便局　口座記号番号

00980‐9‐181846

［口座名義人］室生地域づくり実行委員会

◆模擬店出店者募集
出店資格：市内の団体に限る。生ものの販売は
できません。出店条件などは、申込時にご確認
ください。
出店費用：１ブースあたり（2.7ｍ×3.6ｍ）
5,000円

申込期限：7月7日（木）までに実行委員会事務
局へ直接申し込んでください。

◆素人芸人募集
ご近所に楽しい、おもしろい、明るい演芸が

できる方はいらっしゃいませんか？
自薦他薦は問いません。舞台で披露してくれ

る方を募集しています。
★申込期限 7月10日（日）までに実行委員会事
務局へ、直接申し込みください。

◆運営ボランティア・スタッフ募集
「室生へ　まぁ～より祭」をみんなで一緒に

運営してくれるメンバーを募集しています。
ボランティア内容：運営準備および片付け、イ
ベント補助、駐車場案内

応募資格：16歳以上の方
※詳しくは実行委員会事務
局までお問い合わせくださ
い。

室生地域づくり実行委員会事務局（室生地域事務所内／192‐2001／IP188‐9181)

自衛隊天理募集案内所
（10743‐63‐2540／HP:http://www.mod.go.jp/pco/nara）
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【申込先】市中央公民館（〒633‐2165 大宇陀中庄202）
【休館日】木曜日・祝日
市中央公民館
（183‐0551／IP188‐9180/583‐1027）

中央公民館市民教養講座

わくわく科学教室　～科学の不思議やおもしろさを体験しよう！～

日時 7月24日（日）
午後1時30分～3時30分

場所 中央公民館（大宇陀地域事務所前）
対象 市内在住の小学3年生以上
定員 30名（定員になり次第締め切り）
内容 スライムと人工いくらを作り、形や色の
変化を楽しんで遊ぼう

講師 理学博士　西岡孝訓氏（大阪市立大学大
学院理学研究科　物質分子系専攻　准教授）

材料代 500円
申込方法 7月5日（火）～19日（火）までに、住
所・氏名・年齢・電話番号を明記のうえ、電
話、FAXのいずれかの方法で市中央公民館
へ

子どもたちの「なぜ？どうして？」という好奇心が科学への第一歩です。
楽しさや驚き・感動を一緒に体験してみませんか。夏休みの思い出づく

りや自由研究のヒントに参加してみませんか。

◇◇体協だより◇◇

◆ゲートボール初心者体験教室（参加費無料）
ゲートボールで遊びませんか。気軽にご参加

ください。
日時 7月31日（日） 午前9時～午後3時30分
場所 榛原ゲートボール場（榛原桧牧）
申し込み 7月25日（月）までに へ
その他 運動のできる服装と靴でお越しくださ
い。昼食は主催者で用意します。
宇陀ゲートボール協会　福井方
（10743‐82‐1492）

◆合気道体験講座（参加費無料）
人により健康維持、ダイエットのためなど始

められる動機はさまざまのようです。あなたも
この機会に合気道を体験してみませんか。
日時 7月の毎週木・金曜日
［少年の部］午後7時～8時（親子参加可）
［一般の部］午後8時～9時
参加資格 ［少年の部］幼稚園・保育所（園）・小
学生（園児は保護者と参加してください。）
［一般の部］中・高・大学生・一般

場所 総合体育館（地下格技室）
その他 トレーニングウェア－など運動のでき
る服装でお越しください。
内田方（182‐2531）

相談日時　7月26日（火）・27日（水）・28日
（木）・29日（金）・8月1日（月）・2日（火）
午前9時～午後5時15分（予約必要）
場所　教育委員会事務局（菟田野地域事務所内）
内容　平成24年度、小学校・中学校・特別支
援学校（盲・ろう・養護学校）への就学につ
いて、特別な支援が必要であると思われるお
子さんの相談
申込期間　7月1日（金）～14日（木）
申し込み・問い合わせ
学校教育課（184‐3472／IP188‐9192）

【訂正とお詫び】
広報うだ6月号（18ページ）掲載の「平成23

年度軽スポーツ教室」の開催時間が誤っていま
した。訂正とお詫びいたします。
午前10時～11時→午前10時～11時30分

●室生ダム・桜井浄水場見学会●
開催日 7月18日（月・祝日）午前9時30分（榛原
駅北口集合）～午後3時30分（榛原駅北口解散）
見学場所 室生ダム管理所、桜井浄水場
※榛原駅北口よりマイクロバスにて移動。各施
設内を徒歩にて見学。
内容 ［室生ダムの見学］室生ダム内部の見学
（見学コースに階段あり）、深谷渓谷、竜鎮の滝
の散策 ［桜井浄水場の見学］浄水場の見学、水
質調査の体験
定員 40名（申込先着順）※小学生だけの参加
で5名以上の場合、保護者1名同伴でお願いします。
持ち物 お弁当（各自持参ください）
申込方法 電話にて7月11日(月)までに、室生ダ
ム管理所まで
※大雨、暴風警報、河川増水、地震などの場合
は、中止となります。
室生ダム管理所（192‐2320）
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専門の指導員によるカヌー体験
教室で夏の思い出をつくろう！
日時 7月24日（日）・31日（日）
1回目：午前10時～11時30分
2回目：午後1時30分～3時
※教室の受付時間は、各30分前から行います。
集合場所 平成榛原子供のもり公園　カヌー発着
場（キャンプ場付近）

内容 パドル操作方法、水上でのカヌー操作方法、
ライフジャケット装着方法など

定員　午前の部・午後の部　各15名（定員にな
り次第締切）

参加費 1人1回1,500円
参加資格 小学3年生以上　※小学5年生未満は
保護者同伴（カヌーに同乗する必要はありません。）

★平成24年成人式★
開催日時　平成 年 月 日（成人の日）

午前10時～
会場
該当者 平成3年4月2日～平成4年4月1日ま
での間に生まれた人

★実行委員募集★
成人式に向けて、記念行事の企画・運営な

どを行う実行委員（新成人）を募集します。
ご協力いただける方は、ご連絡ください。
申し込み 8月12日（金）までに、生涯学習課へ
生涯学習課（184‐3473／IP188‐9193）

職務内容　大宇陀児童館に来館する児童の保育の
補助
勤務時間 午前8時30分～午後5時30分

（夏休み期間中の、土・日曜日を除く）
時給 780円
応募資格 18歳以上の大学生など

（夏休み期間中、継続して勤務できる者）
募集人数 1名（選考により決定）
申し込み 7月11日（月）までに履歴書を添えて、
大宇陀児童館へ提出
大宇陀児童館（183‐3304）

夏休み中、みんなで楽しく過ごしませんか。
対象児童 市内在住の障がいをもつ養護学校など
へ通う小学生・中学生・高校生
実施期間 夏休み中の午前9時から午後4時まで
（盆休み・その他休みあり）
福祉課（182‐2236／IP188‐9080）

服装 濡れても良い服装。裸足不可、ビーチサン
ダル可。（ライフジャケットは準備します）

自然の中で、キャンプの達人による野外料理を
楽しく学ぼう！
日時 7月17日（日）午前10時30分～午後3時
受付：午前10時～
場所 平成榛原子供のもり公園　キャンプ場
内容 野外料理を作って試食、ダッチオーブンの
使い方、ロープワークなど
参加費 1人700円
持ち物 飲み物・手拭きタオル
参加資格 小学生以上
（小学5年生未満は保護者同伴）
定員 30名（定員になり次第締切）
服装 汚れてもよい服装

宇陀市では、第4期介護保険事業計画（平成21
年～23年度）に基づき、基盤整備を進めるため、
下記のとおり「地域密着型サービス事業者公募説
明会」を実施し、事業者を募集します。
日時 7月28日（木） 午後2時30分～
場所 市役所　212会議室
対象サービス　小規模多機能型居宅介護
対象圏域　榛原地域
数量 1カ所
応募資格　宇陀市内に事業所所在の法人等は2年
以上、宇陀市内に事業所を有さない法人等は5
年以上、法に基づく指定居宅サービス事業所
（専ら特定福祉用具貸与・販売を行う事業所を
除く。）を適正かつ継続して運営していること。
長寿介護課（182‐3675／IP188‐9088）

【申込方法】いずれも、 まで電話で申し込みください。
※お車でお越しの方は、一般駐車場（有料）をご利用ください。

平成榛原子供のもり公園（182‐7411／IP188‐9105）
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【病院コーナー】

宇陀市立病院から （1

血液型というと、血液型占いをイメージする
方も多いですよね。
血液型の種類は、一般的にA型・B型・O型・

AB型の4種類に分類されています。
また、この4種類の血液型の中にもさらに細か

いタイプがあると言われています。
みなさんは、自分の血液型が何型
かご存知ですよね。
ABO式血液型
赤血球の血球膜上にある抗原の種類（型）を

決定する検査です。輸血の際、事前に行われる
検査で、溶血などの輸血による副作用、新生児
の溶血性疾患などが疑われる場合でも行われま
す。ABO式血液型の判定には、赤血球表面の抗
原と抗A、抗B血清の反応を調べる表検査と、既
知（すでに型のわかっている）血球と血清中の
抗A、抗B抗体を調べる裏検査を行い、表検査と
裏検査の結果が一致してはじめて血液型が確定
します｡「赤ちゃんの時に調べた血液型は後で変
わることがあるから～」というのは、実は血液
型の決定はこの上記2つの検査結果が一致しては
じめて決まるからです。
しかし出生後しばらくは、赤ちゃんに母体の

抗体が移行している事や血球を固める成分が少
ない事もあって検査が不正確になる場合がある

ことと、出産時に実施される血液型検査の場合
は赤血球を使った表検査のみになるので、大き
くなって何かしら入院した際に調べてみると血
液型が違った！という事もあるので、正確な血
液型を調べるには生後1歳近くなってからの方が
いいとされています。

血液は、抗原にそれぞれ対応する抗体が反応
すると赤血球は凝集（固まって）してしまいま
す。例えば、間違ってA型の血液をB型の人に輸
血をしてしまうと、A型の赤血球にあるA抗原が、
B型の血漿

けっしょう

にある抗A抗体と反応して固まってし
まい、赤血球が破壊されてしまいます。
Rh式血液型
赤血球の血球膜上にあるD抗原の有無を調べ

る検査です。赤血球の血球膜上にD抗原を持っ
ていれば抗D血清と反応して凝集しRh+、持っ
ていなければRh-となります。

臨床検査科　科長　松岡浩子

糖尿病教室を水曜日に変更し開催しています。
6回シリーズで糖尿病の診断から治療、合併症

などについて説明します。
【7月の予定】
6日 低血糖、足のケア、体調が悪くなった時
（シックデイ）の対応について（第6回）
13日、20日、27日はお休みします。

【時間】午後1時30分～　　【参加費】無料
【場所】東館2階232号室

5月11日に、「看護の日」のイベントとして、無料健康チェック（血圧、
体脂肪、骨密度、ニコチン量）と、健康相談を行いました。
当日は、120人近くの人が参加していただき、ありがとうございました。
このイベントは、毎年行っています。生活習慣病予防の一環として、お気
軽に健康チェックにお越しください。

★7月から毎週土曜日の外来診察は休診となります。

【募集人員】若干名　
【提出書類】履歴書、資格証明書の写し
※院内には保育園を設置しています。
小さいお子さんをお持ちの方も、お
気軽にお問い合わせください。

【募集人員】若干名　
【業務内容】病棟、外来での看護補助業務
【提出書類】履歴書

表検査 
（血球）

抗A血清
抗B血清

裏検査 
（血清）

A型血球
B型血球

判　定

凝集+ 凝集+
凝集+凝集+

凝集+
凝集+ 凝集+

凝集+
A型 B型 AB型 O型

-
-

-

-
-
-

-
-

★問い合わせ＆提出先 市立病院庶務課へ
（土・日曜日、祝日を除く午前9時～午後5時）
面接等の選考については後日連絡します。

◎新病院建設工事に伴い、診療を行いながらの工事
ですので、作業による騒音等、ご来院の患者様には
大変、ご不便、ご迷惑をおかけしております。ご来
院の際は係員の指示に従って、通行してください。
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市では、市が保有する行政文書を市民のみなさ
んからの請求に応じて開示し、市政への市民参加
の推進と信頼を深め、より開かれた市政運営を目
指して情報公開制度を設けています。
平成22年度における情報公開制度の利用状況

について、開示請求の件数は7件で、平成23年度
宇陀市立小学校教科用図書採択に関する会議資
料、事業に関する契約書や損害保険に係る契約書
などに対する開示請求がありました。なお、開示
決定等に対する異議申立ては、ありませんでした。
また、市が保有する個人情報について、その適

正な取扱いを定め、個人の権利利益を保護するこ

とを目的として、平成19年4月から個人情報保護
制度を設けています。この制度では、市の機関が
行う個人情報の収集や利用・提供など適正な取扱
いについて基本的なルールを定めるとともに、自
分に関する情報の開示請求、訂正・利用停止請求
をすることができます。
平成22年度における個人情報保

護制度の利用状況について、開示
請求の件数は、4件でした。なお、
開示決定等に対する異議申立て
は、ありませんでした。
総務課（182‐1302／ＩＰ188‐9068）

◇宇陀市議会だよりからのお詫び◇
第1回定例会の一般質問で、一部が未掲載となっ

ていましたので掲載いたします。
高齢者の暮らしやすい安心安全のまちづくりを
～金婚式報奨制度を～
平成22年10月に実施された国勢調査によると、
当市の1世帯あたりの人数は5年前に比べ減少

傾向にある。高齢化率は、3割近くになっており、
社会的問題になった高齢者の住所不明は、当市では
100歳以上の方の調査を実施し、全員の安否を確認
をしている。民生児童委員の協力のもと、ひとり暮
らし高齢者世帯の訪問や、介護予防事業の充実や、
社会福祉協議会と包括支援センター等の関連機関と
の連携を図り、高齢者福祉のサービス向上に努めて
いる。
金婚式報奨制度、火災報知機の提供、

地上波デジタル放送難民の救済などのサ
ービスについて、関連機関と連携をとり
検討を加え、高齢者の方が元気に生活で
きるまちづくりを目指したい。

【訂正】
広報うだ6月号「議会だより」（4ページ）掲載の

人事関係内に誤りがありました。
◆固定資産評価審査委員会委員の選任について
→固定資産評価員の選任について

森林所有者の皆様へお知らせ
県では、県内の森林を重視すべき機能な

どに応じて「木材生産林」と「環境保全林」
に区分し、それぞれの目的に応じた森林づ
くりを推進します。
「木材生産林」は、継

続的な木材生産を目指し
て、植栽や下刈り、間伐
などの森林施業を行う森
林です。
「環境保全林」は、木

材生産を目指さない、強度な間伐や不用な
木竹の除去などの整備を行う森林です。
森林区分は、所有森林の利活用の方向を

明確にするとともに、森林の有する多面的
機能の発揮を目的として実施するもので、
私権を制限するものではありません。
詳細については、市ホームページをご覧

ください。
農林課　（182‐3679／IP188‐9090）
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【お知らせコーナー】

◆楽しむアート特別講座◆山の芸術学校常設教室
毎月アーティストによる楽しい講座を開催しています。7月の講座は、次のとおりです。

※いずれの講座も、材料代等の参加費が必要です。
※講師の都合等により日時が変更になる場合があ
ります。開催時間など、詳しくはお問い合わせ
ください。

室生下田口1112（193－4400）
開館時間　午前9時～午後5時

7月の休館日：7・14・21・28日

※常設教室の講座によっては、
出張・出前講座もいたします
ので、ご相談ください。

ふるさと元気村または企画課（182‐1362／IP188‐9074／582‐3900）

（財）宇陀市文化スポーツ振興団 大宇陀拾生871（183‐0977）
7月の休館日 : 5･12･18･19･26日

■なつかしい時代展
★作品を募集します★
時代は流れ、衣・
食・住ともに大きく
変化し、生活がどん
どん便利に、そして
豊かになりました。そんな時代を
感じ、思わず胸が熱くなるような
「なつかしい」生活用品・流行品
や愛用品などを展示します。みな
さまの出展をお待ちしています。

8月13日（土）まで
文化会館へ搬入してください。

8月20日（土）～
9月18日（日）まで

■宇陀をテーマとした

宇陀をテーマとした作品展を
開催します。みなさまのご鑑賞
をお待ちいたします。

7月9日（土）
～8月7日（日）

7月の「差別をなくす強調月間」に
県が募集した、宇陀市内の小・中学生
の人権ポスターおよび標語を展示して
います。
【展示期間】7月1日（金）

～7月10日（日）
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■中央図書館だより
【開館時間　午前9時30分～午後5時】

●おはなし会（約30分）
★すくすくひろば（0～3歳）

7月13日（水）、27日（水）
①午前10時～ ②午前10時45分～　
③午前11時30分～（①②③とも同じ内容）

★ちゅーりっぷひろば（3歳～）
7月13日（水）、27日（水）午後2時30分～

★おはなしクラブ
7月9日（土）、23日（土）

○午前10時30分～（3～5歳）
○午前11時15分～（6～12歳）
★放課後子ども教室

7月6日（水）、13日（水）、20日（水）、
27日（水）午後3時30分～
●夏休み映画会「プーさんのきらきら星」（25分）

7月30日（土）午前10時～、午後3時～
●人形劇　演題「アンパンマンとムシバラス」

7月16日（土）午後1時30分～、午後2
時30分～（2回講演） チャカポコ
●工作教室「紙ひこうきとばそ！」

7月21日（木）午後3時～
日本折紙協会　加藤 節子 先生

中央図書館（182‐4749／IP188‐9110）
講師

日時

出演

日時

上映日

日時

日時

日時

日時

■大宇陀図書館だより
【開館時間　午前9時～12時、午後1時～5時】
●おはなし会（約60分）

7月16日（土）午前10時30分～
2階　和室

●映画会「メイシー」（約30分）
7月23日（土）午前10時30分～
1階　研修室

大宇陀図書館（183‐0977）
場所

上映日

場所

日時

5・12・18・19・26日

■児童コーナーからお知らせ
夏休み期間中は第57回青少年読書感想文全国コ

ンクールの課題図書を特集しています。
中央図書館と大宇陀図書館で貸出中です。
◎小学校の部「こども電車」他11冊

◎中学校の部「聖夜」他2冊

■昼下がりのミニコンサート

音楽の森ふれあい館または企画課（182‐
1362／IP188‐9074／582‐3900）

自然に囲まれたホールの中で奏でられる演
奏を、皆さんぜひお楽しみください。

午後2時～3時　 右表参照
◎7月14日（木）、28日（木）は、午後3時～4時です。
※都合により内容等が変更する場合があります。

内容開催時間

■～森の音楽喫茶～
7月9日（土）○午後1時30分～ ティータイム

○午後2時～ コンサート
1,000円（お茶、コーヒー付）※要予約
うた・トーク：荒井　敦子、村尾　藍、
西川　由美子　　ピアノ：大山　理保

出演

参加費

日時

室生上笠間444－1（1/597－2215）
開館時間　午前11時～午後4時

休館日：毎週月曜日・火曜日・金曜日

■こども電車　　　　 岡田　潤：著
金の星社：発行
午後9時。こども電車の最終電

車が発車する。こども電車はこど
もの夢や希望を運ぶ電車。こども
ならだれでも乗れるはずなのに、
いつしかこども電車に乗れなくな
る子がいる・・・。

■聖夜　　　　　　　　佐藤　多佳子：著
文藝春秋：発行
“俺は記憶のないころから鍵盤

に触れてきた”。
聖書に噛みつき、ロックに心奪

われ、メシアンの難曲と格闘する
眩しい少年期の終わり。18歳の少
年が奏でる、感動の音楽青春小説。

■野川　　　　　　　　 長野まゆみ：著
河出書房新社：発行
両親の離婚により転校すること

になった音和。新しい中学校で新
聞部に入った音和は、伝書鳩を
育てる仲間たちと出逢う。そこで
変わり者の教師・河合の言葉に刺
激された音和は、鳥の目で見た世
界を意識するようになり…。

◎高校の部「野川」他2冊
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★新築住宅・リフォームに対する補助制度を受付
中です！！
奈良県では、県民の生活環境の

改善や奈良県の経済活性化のため、
県産木材を活用した木造住宅の新
築工事や景観に配慮した外壁・屋
根改修、一般改修などのリフォー
ム工事に対し、国の住宅エコポイント制度と併せ
て、奈良県の商品券により補助をしています。ま
た宇陀市耐震改修工事費補助と併せて受けること
も可能です。
【受付期間】～平成24年1月10日（火）
【商品券引渡】平成23年秋～平成24年2月頃の予定
【受付窓口】●新築住宅：県林業振興課

（10742‐27‐7470）
●リフォーム：県住宅課（10742‐27‐7540）
上記受付窓口または営繕課（182‐5642／

IP188‐9096）
◎詳しくは下記のホームページをご覧ください。
http://www.pref.nara.jp/dd_aspx_menuid-
17989.htm

今回の線引き変更により新たに市街化調整区域
に編入された土地で、一定の要件を満たすことに
ついて届出を行えば、自己用の建築物の建築等が
可能となります。
今年5月10日の都市計画区域の

区域区分変更により新たに市街化
調整区域に編入された区域が対象
で、都市計画法第34条第13号の
規定に基づいて11月9日までに届
出を行う必要があります。
【関係する地域】榛原山辺三の一部
◎詳しくは、県土木部まちづくり推進局建築課
（10742‐27‐7562）または県桜井土木事務所
建築課（10744‐42‐9191）

市では、大和都市計画区域の整備、開発及び保
全の方針等の変更に合わせて、高度地区の変更を
平成23年5月10日に決定しましたので縦覧しま
す。
【関係する地域】榛原山辺三の一部
【縦覧時間】執務時間内
【縦覧場所】都市計画課（市役所2階）
都市計画課（182‐5624／IP188‐9092）

菟田野上芳野（山林を除く）の地籍調査で作成
した地図と簿冊を、次の日程で閲覧します。

地籍調査課（182‐5608／ＩＰ188‐9091）

これまで障がい者日常生活用具による聴覚障
がい者用情報受信装置として給付してきた「ア
イ・ドラゴン1」及び「アイ・ドラゴン2」につ
いては、今月24日のアナログ放送終了に伴い使
用ができなくなることから、地上デジタル放送
に対応した「アイ・ドラゴン3」を無償で給付い
たします。
ただし、本体のみ（基準額75,000円）の給付

で、光警報器、CSアンテナ、取り付け工事費等
は含みません。
【対象】下記の要件をいずれも満たす方が対象と
なります。
（1）本市に住所を有すること。
（2）過去に「日常生活用具給付事業」において、
「アイ・ドラゴン1」または「アイ・ドラゴン2」
の給付を受け、現在もその機器を使用されて
いる方。
◆下記に該当する方は給付対象外です◆
○「アイ・ドラゴン2a」の給付を受けた方。（簡
易型チューナーにより地上デジタル放送が視
聴可能なため）
○申請者の属する世帯に市民税所得割額46万円
以上の方がいる場合
※所得を判断する世帯の範囲は、次のとおりです。

【申請手続き】必ず購入前に下記書類を福祉課の
窓口へ提出してください。
○見積書
○現在お持ちのアイ・ドラゴンの写真または
機器番号のわかるもの
○身体障害者手帳、印かん

【実施期限】平成24年3月31日まで
福祉課（182‐2236／ＩＰ188‐9080）
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出演者は被災地支援の思いで集まり、「おくり
びと」「見上げてごらん夜の星を」等など地震の
犠牲者へ追悼の意を込めて約20曲を演奏します。
入場売上金は全額を災害復興援助金として寄付

します。皆さまのご来場をお待ちしています。
【日時】7月17日(日) 午後2時～3時30分
【場所】榛原総合センター　3階　大ホール
※駐車場に限りがありますので、乗り合わせまた
は公共交通機関でお越しください。

【出演】二胡演奏：西村　圭也氏、ピアニスト：
中村　美砂子氏、ギター：ベサニー・キャスカ
ト氏＆ジョン・キャスカト氏

【入場料】大人300円　中学校以下は無料
【主催】榛原自治公民館連絡協議会
榛原分館（182‐0374／IP182‐3377）

有効期限が平成23
年7月31日までの古い
保険証は、8月1日以
降に保険年金課または
大宇陀、菟田野、室生
地域事務所地域市民課
へ返却していただく
か、ハサミを入れるなどして処分してください。
平成22年度分以前の保険料に未納がある方に

は、やむなく短期証（普通より有効期間が短い保
険証）を送付させていただくこともありますので
ご了承ください。
また、配達予定期間（7月21日から7月30日）

に不在予定の方は、7月15日までに下記問い合わ
せ先までご連絡ください。配達せずに保管してい
ますので受け取りに来てください。
※保険料額決定通知書と納入通知書は7月中旬に
送付します。
保険年金課（182‐3672／ＩＰ188‐9086）

国民年金には、経済的な理由などで
保険料を納めることが困難な場合、申
請をして承認されると、保険料の納付
が免除される申請免除制度があります。
本人・配偶者・世帯主の前年の所得が一定額

以下の場合に、全額免除または一部納付が免除
されます。
平成23年度の免除等の受付は、平成23年7月

から平成24年6月までの期間を対象として審査
します。
ただし、平成23年7月中に申請する場合は、平
成22年7月から平成23年6月分までの期間（前一
年間分）についても申請することができます。
日本年金機構　桜井年金事務所
（10744‐42‐0033）
保険年金課（182‐3672／IP188‐9086）

年金の加入記録をインターネットでいつでも
確認することができます。
例えば、「厚生年金の加入記録を確認したい」

ときや、「国民年金保険料の納め忘れがないか確
認したい」ときなどにご利用ください。
ご利用になるには、ユーザＩＤ・パスワード

が必要となります。
お申し込みは日本年金機構ホームページ

（http://www.nenkin.go.jp/）までお願いしま
す。詳しくは、「ねんきんネット」で検索ください。
インターネットご利用の難しい方は、お近く

の年金事務所、一部の市区町村でも年金記録を
確認していただけます。
市は平成23年7月1日から開始します。
詳しくは、下記の までご確認ください。
ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル
10570‐058‐555
103‐6700‐1144（ＩＰ電話・ＰＨＳ電話）

［訂正とおわび］
広報うだ6月号の22ページ『柔道整復師（整骨
院・接骨院）の正しいかかり方』の記事で、「柔
道整復師は、国家資格をもつ医師（整形外科医）
ではないため」と記載しましたが、正しくは
「柔道整復師は、国家資格をもつものの、医師
（整形外科医）ではないため」です。
訂正してお詫び申し上げます。また、関係各

位に多大なご迷惑をおかけいたしましたことを、
深くお詫び申し上げます。

7月1日は「国民安全の日」です
国民一人ひとりが生活のあらゆる面におい

て、施設や行動の安全について反省を加え安全
確保に留意し、これを習慣化する気運を高め、
産業災害、交通事故、火災等国民生活の安全を
おびやかす災害の発生の防止を図るため、創設
されました。
市民一人ひとりが『国民安全の日』の趣旨を

理解して、学校、職場、地域などで「安全」に
ついて、一度話し合ってみましょう。
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国民健康保険税の賦課限度額は、医療分が47
万円、後期高齢者医療制度への支援金分が12万
円、介護分が9万円で、合計68万円となっていま
したが、平成23年度より、医療分が50万円、支
援金分が13万円、介護分が10万円となり、合計
73万円となります。
今回の引き上げは、平成22年度までに国が定

めた額と同額にするものです。
なお、保険税率ではなく、賦課限度額の改正で

ありますので、賦課限度額を超えない方につきま
しては、今回の改正による影響はありません。
みなさまのご理解とご協力をお願いいたします。

平成23年度の国民健康保険納税通知書を7月中
旬に発送します。
普通徴収（納付書または口座振替）の場合、年

間の税額を7月～翌年2月までの年8回に分けて納
付願います。また、年金からの特別徴収の場合は、
各年金受領時に天引きして納付していただきま
す。
なお、年金特別徴収の方は、手続きしていただ

ければ口座振替で納付できます。

医療費の適正化のために、医科と同様に、鍼灸
院や柔道整復師（整骨院・接骨院）で受けた施術
の内容についても、専門業者に点検を委託しまし
た。つきましては、下記の業者から、
文書によりその施術日や施術内容を
照会をさせていただく場合がありま
す。日頃から受診記録や領収書など
を保管して、照会がありましたら回
答にご協力をお願いします。
＜点検委託業者＞
ガリバー・インターナショナル（株）

有効期限が平成23年7月31日までとなってい
ます。8月から使用できる新しい証は7月下旬に
郵送しますので、記載内容をご確認ください。有
効期限の過ぎた高齢受給者証は、8月1日以降に
保険年金課または大宇陀・菟田野・室生地域事務
所へ返却いただくか、ハサミを入れるなどして処
分してください。
高齢受給者証の負担割合は、前年の所得に基づ

いて、毎年定期的に判定されます。
なお、医療制度改革の一環として、負担割合が

1割の方については、平成24年4月から負担割合
が2割となる予定です。

有効期限が平成23年7月31日までとなってい
ますので更新の手続きが必要となります。
引き続き入院による治療が必要な方は、次に

より手続きを行ってください。（既に退院された
方、入院の予定のない方は、今回、申請の必要
はありません。）
※個別通知は行いませんので、必要に応じて申
請をお願いします。

【申請期日】7月19日（火）～7月29日（金）
（土・日曜日を除く午前8時30分～午後5時15分）
【申請場所】保険年金課または大宇陀・菟田野・室生
地域事務所

【申請に必要なもの】○印かん
○国民健康保険被保険者証
○現在交付されている「国民健康
保険限度額適用認定証」または
「国民健康保険限度額適用・標準
負担額減額認定証」
○申請日前、過去1年間の入院分領収書。（同一
世帯の世帯主及び国保被保険者の平成23年度
課税分住民税が非課税であり、かつ申請日前、
過去1年間の入院日数が90日を超える方につい
ては、ご用意ください。）
※70歳以上75歳未満の国保被保険者の方は、同
一世帯の世帯主及び国保被保険者が平成23年
度課税分住民税非課税世帯に属する場合にの
み申請してください。
※認定に際し、平成23年度分住民税の課税状況
を確認する必要があることから、申請される
方は、同一世帯の世帯主及び国保被保険者の
住民税の申告がお済みかどうかご確認くださ
い。
※国民健康保険税に滞納がある場合は、認定で
きませんので予めご了承ください。

有効期限が平成23年7月31日までとなってい
ます。
8月1日から有効の「国民健康保険特定疾病療

養受療証」については、平成23年度課税分住民
税の状況により「自己負担限度額」の決定を行
い、平成23年7月中に郵送にて交付いたします。
※「自己負担限度額」決定に際し、平成23年度
分住民税の課税状況を確認する必要があること
から、同一世帯の世帯主及び国保被保険者の住
民税の申告がお済みかどうかご確認ください。
保険年金課（182‐3672／ＩＰ188‐9086）
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福祉医療費受給資格証をお持ちの方は、7月31日で資格証の有効期限が満了と
なりますので、更新手続きを次のとおり行います。
なお、対象の方には後日申請用紙等を郵送します。

7月25日（月）～7月31日（日） 午前9時～午後4時
＜7月30日（土）、31日（日）は市役所に限り、受付しています＞
○市役所1階ふるさとテラス（場所を変更する場合もあります）
○大宇陀地域事務所地域市民課　○菟田野地域事務所地域市民課　○室生地域事務所地域市民課

日時

場所

対象 0歳～小学校就学前までの児童 対象 ○65歳未満：身体障害者手帳1級もしくは2
級、または療育手帳Ａ1もしくはＡ2の交
付を受けている人
○65歳以上75歳未満：後期高齢者医療保険
に加入されていない人で、身体障害者手帳
1級もしくは2級、または療育手帳Ａ1もし
くはＡ2の交付を受けている人

（8月1日より父子家庭についても助成対象と
なるのに伴い、母子医療費助成制度の名称が変
更となっております。）
対象 母子・父子家庭の母・父及び児童（18歳
の年度末まで）など

保険年金課（182‐3672／ＩＰ188‐9086）
大宇陀地域事務所地域市民課（183‐2251／ＩＰ188‐9195）
菟田野地域事務所地域市民課（184‐2521／ＩＰ188‐9188）
室生地域事務所地域市民課　（192‐2001／ＩＰ188‐9182）

【重要】医療機関の窓口で、一旦、健康保険の自己負担分を負担していただき、後日、一部負担金を
控除した額を指定口座に振り込みます。
◎福祉医療費助成の対象になるのは、保険診療分に限ります。自費分については助成対象外となりま
すのでご注意ください。
◎県外医療機関で受診された場合は、医療機関の領収書、認印を持参の上、申請を行ってください。
◎福祉医療費助成金は本来、保険者から支払われる高額療養費を含んで支給しています。福祉医療費
受給者の診療分について保険者へ高額療養費の支給申請をする必要はありません。（一部の保険組
合についてはこの限りではありません。）
◎学校管理下でのけがについて、災害共済給付が適用される場合、その支給が優先されます。医療機
関の窓口で福祉医療費受給資格証を提示しないでください。

★福祉医療証をもっておられない小学校・
中学校在学中の方も入院された場合は助成
対象となります。その場合申請が必要とな
りますので、下記の までご連絡ください。

★食中毒を予防しましょう
気温が高くなり、湿気のある

7月から9月は、食中毒がおこり
やすい季節です。
○食中毒を予防するために、3つ
の衛生習慣を守りましょう。
　菌．ウィルスを　①付けない。
②増やさない。③殺菌する。
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【お知らせコーナー】

「地上デジタル放送」の受信準備を、お急ぎく
ださい。地デジに関するご相談は、次のところま
でお気軽にお問い合わせください。
■ケーブルテレビに関する問い合わせ先
こまどりケーブル株式会社　10120‐667‐740
※こまどりケーブルテレビでは、平成27年3月31
日までアナログテレビでも、そのままでご覧いた
だけます。
■その他の問い合わせ先
県テレビ受信者支援センター（デジサポ奈良）
10742‐90‐2222
○月曜日～金曜日　午前9時～午後9時
○土曜日・日曜日・祝日　午前9時～午後6時

★地上デジタル放送受信のための支援について
総務省では、経済的な理由で地上デジタル放送

がまだ受信できない方に、支援を行っています。
次に該当される方は、平成23年7月24日までに

手続きを行ってください。
ただし、これから支援を申し込まれた方は、

7月25日以降の支援になる可能性があります。

（1）NHK放送受信料全額免除世帯の方（生活保
護などの公的扶助を受けている世帯・障がい者が
いる世帯で、かつ世帯全員が市民税非課税の措置
をうけている世帯・社会福祉施設に入所されてい
る世帯）
⇒地デジチューナーの無償給付などの支援
（2）市民税非課税世帯の方
⇒地デジチューナーの無償給付の支援
※支援の申込方法等、詳しくは広報うだ2月号を
ご覧になるか までお問い合わせください。
★こまどりケーブルにご加入の世帯で、支援の対
象となる場合は、ご注意ください！
こまどりケーブルでは、平成27年3月31日まで、

デジタル放送をアナログ放送に変換して放送しま
すので、地デジチューナーがなくてもテレビをご
覧いただけますが、平成27年3月31日以降、テレ
ビをご覧になるには、地デジチューナーが必要で
すので、平成23年7月24日までに
手続きを行ってください。
秘書広報情報課

（182‐3912／ＩＰ188‐9083）

�^�E���~�[�e�B���O 2011 ���J�ˆ

市民参加型行政を目指し、市民と市長が直接対話
を行い、市民の声を市政に反映させていくことを目
的として、昨年に引き続き「宇陀市タウンミーティ
ング　2011」を開催します。
多くの市民の皆さんの参加をお待ちしています。
詳細は、広報うだ8月号に掲載します。

◆平成23年度宇陀市の主要施策について
◆東日本大震災への支援報告について

昨年の様子



平成23年7月末

23 広報うだ　2011.7

�¤�����„

1日 11日 21日

（7月番組表）

【お知らせコーナー】

市内には、市外局番が0743の地域と0745の地域が
あります。
※市外局番0743の地域の方は、市外局番が表記されて
いない場合は、市外局番0745をつける必要があります。

自主放送スタジオ（182‐2497）

※番組表はすべて開始時間です。放送内容によっては、終了時間が早
くなる場合や番組の内容が予告なく変更される場合があります。

夏休みの風物詩、NHKラジオ第1で放送されている「夏期巡
回ラジオ体操」が、下記のとおり行われ、全国に生放送されます。
子どもから大人まで、ぜひご参加いただき、この機会にラジ

オ体操の良さを見直し、健康づくりに役立てましょう。
【日時】8月23日（火） 開場：午前5時30分
開会：午前6時　　閉会：午前6時40分

【場所】総合運動場（雨天時は総合体育館）
※雨天の場合、上履きをご持参ください。
※詳しくは広報うだ8月号でお知らせします。
生涯学習課（184‐3473／IP188‐9193）

♪あ～た～らしい朝がきた　希望の朝が♪
夏 期 巡 回 ラ ジ オ 体 操 ・ み ん な の 体 操 会
「 宇 陀 市 の 元 気 を 全 国 に ア ピ ー ル し よ う 」
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天
正
十
一
〜
十
四
年
に
か
け
て
畿
内
及
び

そ
の
近
国
の
制
圧
を
成
し
遂
げ
た
秀
吉
は
、

所
領
内
の
国
分
け
を
行
っ
た
。
大
坂
と
諸
国

を
結
ぶ
街
道
沿
い
に
次
の
よ
う
な
諸
城
を
置

き
、
一
門
・
直
臣
体
制
を
確
立
す
る
。

京
街
道（
大
坂
街
道
）

茨
木
城（
秀
吉
蔵
入
地
・
代
官
）

高
槻
城（
秀
吉
蔵
入
地
・
代
官
）

紀
州
街
道

岸
和
田
城（
中
村
一
氏
）

和
歌
山
城（
紀
州
、
秀
長
重
臣
）

大
和
街
道
か
ら
伊
勢
街
道

大
和
郡
山
城（
豊
臣
秀
長
）

高
取
城（
秀
長
重
臣
）

宇
陀
松
山
城（
伊
藤
掃
部
助
）

松
ヶ
島
城（
南
伊
勢
、
蒲
生
氏
郷
）

伊
賀
越
え
道

伊
賀
上
野
城（
筒
井
定
次
）

こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
畿
内
惣
構

そ
う
が
ま

え
」
と
呼

ば
れ
る
体
制
で
あ
る
。

伊
藤
掃
部
助

か
も
ん
の
す
け

は
、
天
正
十
四
年
の
紀
州
合

戦
で
討
死
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
宇
陀

松
山
城
へ
は
、
加
藤
光
泰

み
つ
や
す

・
羽
田
正
親

ま
さ
ち
か

・
多

賀
秀ひ

で

種た
ね

ら
秀
吉
・
秀
長
配
下
の
武
将
が
入

り
、
大
和
三
城
体
制
の
一
翼
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
た
。

関
ヶ
原
の
合
戦
後
、
宇
陀
郡
へ
は
福
島

孝
治

た
か
は
る（
高
晴
）が
入
る
。
福
島
家
に
よ
る
宇
陀

松
山
藩
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
現
在
残
る
宇

陀
松
山
城
跡
や
城
下
町
で
あ
る
松
山
地
区
の

町
割
り
は
、
こ
の
豊
臣
家
諸
将
か
ら
福
島
孝

治
時
代
に
改
修
・
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。「
松
山
」と
い
う
地
名
も
福
島
家
治
世
下

に
改
名
さ
れ
た
と
見
て
よ
い
。

ま
た
、
近
年
の
調
査
か
ら
宇
陀
松
山
城
の

実
態
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
総
石
垣

造
り
・
壮
大
な
御
殿
・
巧
緻
な
枡
形

ま
す
が
た

虎
口

こ
ぐ
ち

・

城
下
町
か
ら
天
守
に
至
る
求
心
性
の
高
い
完

成
さ
れ
た
縄
張
り
な
ど
、
宇
陀
松
山
城
は
、

江
戸
初
期
に
頂
点
に
達
し
た
わ
が
国
に
お
け

る
築
城
思
想（
技
術
）が
到
達
し
た
一
つ
の
形

を
現
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は

な
い
。

だ
が
、
今
そ
の
城
を
見
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
元
和
元
年（
一
六
一
五
）、
福
島
孝
治
は

改
易
と
な
り
城
は
破
脚

は
き
ゃ
く

さ
れ
た
。
そ
の
城
割

役
を
担
っ
た
の
が
小
堀
遠
江
守
政
一
、
遠
州

で
あ
る
。
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
し
て
の
遠
州
の

事
績
は
数
多
い
が
、「
壊
す
」こ
と
を
目
的
と

し
た
事
績
は
、
唯
一
宇
陀
松
山
城
だ
け
が
知

ら
れ
る
。「
官
吏
」
と
し
て
の
遠
州
の
顔
を

垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
事
柄
と
し
て
記
憶

に
留
め
て
置
き
た
い
。

さ
て
、
小
牧
・
長
久
手
以
後
、
信
雄
は
秀

吉
麾
下

き

か

の
一
武
将
と
し
て
佐
々
攻
め
や
九
州

平
定
に
従
軍
す
る
。
天
正
十
八
年（
一
五
九

○
）、
小
田
原
の
北
条
攻
め
の
後
、
家
康
の

関
東
移
封
に
伴
い
そ
の
旧
領
へ
の
国
替
え
を

秀
吉
に
命
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
信
雄
は
こ

れ
を
拒
否
し
、
所
領
没
収
・
下
野
那
須
二
万

石
へ
の
減
転
封
と
な
る
。
信
雄
の
申
し
出
を

聞
き
秀
吉
は
激
怒
し
た
と
言
う
。
し
か
し
、

内
心
は
ほ
く
そ
笑
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

激
怒
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
家
康
を
屠ほ

ふ

る

機
会
を
失
っ
た
こ
と
へ
の
怒
り
で
は
な
か
っ

た
か
。
秀
吉
は
信
雄
の
将
と
し
て
の
器
を
見

切
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
拒
め
ば
領
地
召
し

上
げ
、
仮
に
応
じ
て
い
て
も
、

「
何
、
い
ず
れ
三
介
め
は
懲
り
も
せ
ず
家
康

を
頼
る
わ
。
そ
の
時
は
家
康
と
も
ど
も
潰
し

て
く
れ
る
。」

と
で
も
考
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
後
、
秀
吉
は
東
海

道
・
東
山
道
沿
い
の
諸
城
に
縦
深
陣
地
を
敷

く
か
の
ご
と
く
子
飼
い
の
大
名
を
配
し
、
東

へ
の
備
え
を
固
く
す
る
。

信
雄
は
剃
髪

て
い
は
つ

し「
常
真
」と
号
す
る
。
那
須

か
ら
出
羽
秋
田
・
伊
勢
・
伊
予
と
流
浪
の

日
々
を
送
っ
た
。
文
禄
元
年（
一
五
九
二
）、

秀
吉
か
ら
の
召
し
返
し
が
あ
り
、
信
雄
は

御
伽
衆

お
と
ぎ
し
ゅ
う

と
し
て
肥
前
名
護
屋
に
出
向
い
て
い

る
。文

禄
三
年
頃
に
は
、
叔
父
の
信
包

の
ぶ
か
ね（
老
犬

斎
）・
長
益

な
が
ま
す（
有
楽
斎
）を
含
め
、
か
つ
て
の

主
筋
に
当
た
る
織
田
家
の
三
人
が
御
伽
衆
と

し
て
秀
吉
に
近
侍
し
た
。
ま
た
、
同
じ
時
期
、

秀
吉
に
身
を
寄
せ
て
い
た
浅
井
三
姉
妹
の
う

ち
、
茶
々
は
秀
吉
の
側
室（
淀
殿
）、
初
は
京

極
高
次
の
正
室
と
な
り
、
江
も
翌
文
禄
四
年

に
徳
川
秀
忠
へ
嫁
す
こ
と
に
な
る
。

京
伏
見
・
大
坂
の
城
中
や
そ
れ
ぞ
れ
の
屋

敷
で
顔
を
合
わ
せ
、
一
時

ひ
と
と
き

の
安
穏
の
中
で
過

ぎ
来
し
方
に
想
い
を
め
ぐ
ら
せ
る
こ
と
が
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
な
ど
と
夢
想
す
る
こ
と
も
許

さ
れ
よ
う
。

秀
吉
と
い
う
巨
星
に
引
き
寄
せ
ら
れ
、
絡

め
と
ら
れ
た
人
々
は
、
秀
吉
亡
き
後（
慶
長

三
年
没
・
一
五
九
八
）、
立
場
を
違
え
な
が

ら
関
ヶ
原
か
ら
大
坂
の
陣
へ
向
か
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
運
命
と
立
ち
向
か
う
こ
と
に
な

る
。
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